
 
 

による水柱１ｍ毎の流向流速に関する毎時データおよび海面下２ｍおよび海底上 0.5ｍにおける水温塩

分の毎時連続観測データが得られている． 

 

 
図 42-1 松浦半島（左）および五島列島近海（右）を対象とした UCHI モデル計算領域と非構造格子 
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図 42-2 計算で使用した松浦半島(a)および五島列島近海(b)の海底地形 
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